








厚生省心身障害研究マススクリーニング研究班の分担研究のプロジェクトの一つとして

「マススクリーニングによって発見された患者の長期予後に関する調査研究」が加えられ

て満 3年になる。本邦で最初に先天代謝異常 5疾患に関する新生児マススクリーニングテ

ストが全国的な規模で実施されたのは昭和 52 年(1977)10 月であるから,以来 14 年の間に

発見された患者の数は夥しいものとなり中でも初期に発見された患児は既に中学生となっ

ている筈である。「早期発見と発症予防による患者の健全育成」を建前としてきたこの事業

が本当に医学的にも社会経済的にも効果を挙げているのかを評価する上で患児の長期予後

調査は不可欠のテーマであり,今後も継続されるべきプロジェクトである。 

平成3年度はこれまで3年に亘る分担研究のまとめの時期に当るので,各種疾患についての

具体的な追跡調査に関するレポートを中心に研究成果を振返ってみることにする。 


